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臆　事業の目的

○市有地と民有地を一体的に開発することで土地の高度利用を図り､不燃化された共同建築物に建替えるこ

とにより､快適で安全な都市環境の再生を図ります｡

○市民文化活動､コミュニティの拠点として､図書館･公民館(多目的ホール)等の公益施設､道路･広場

等の公共施設を整備すると共に都市型住宅の供給を行い､中心市街地の活性化を図ります｡

○東川総合治水対策として地区内に地下調節池を整備するほか､院災備蓄倉庫等の整備を行い､都市防災機

能の向上を図ります｡

獲　従前,従後の土地利用

○地区内には木造の住宅､店舗及び業務併用住宅と老朽化した公民館等があり､建物はいずれも低層で築年

数も経過していました｡

○建物は不燃化された共同建築物とし､施行区域の面積約1.1 haのうち､約2,380 m2を道路として､約

1,180 m2を広場として整備いたします｡

《従前土地利用図〉

《従後土地利用計画図》

エコ

従前 偖ﾘﾎ2�

建築敷地 � ��

公共 施設 ′I �;刋�� ��

広場 �� 

請 �� 

合計 � ��

国醒

園

臆

《従前建物の構造》

- �8��B�延べ面積 (建築面積) 

耐火構造 ��hr�工716nf (727品) 

20枚 �"ﾃS3�ﾒr�

防火橋造 �(1.495∩†) 

合計 �#�8��4,246ml (2.222mi) 

※権利変換計画認可時点

《従前の権利者数》

権利形態 侈�y���B�

土堪所有者等 �#Y�ﾂ�

建物所有者 �)�ﾂ�

借家権者 悼�ﾂ�

合計 �3Y�ﾂ�

※権利変換計画認可時点

漢　都市計画の概要

《計画書が　【所沢都市計画第一種市街地再開発事業の変更(所沢市決定　H1611･22)】　[ ]内は全幅員

名称 劍��(ﾋ9*ﾉfｹ&霎i�h耳顗�8･�&鞋H､ｩJﾘ馼ｼb�

施行区域面積 劔o�������

公 輿 施 設 �;刋��偃ﾙ¥｢�冖ﾈ��剳揶� 劍露+r�冤ｩ���備考 

幹線街路 �3.4.9 剴r��ﾒ�剿�120m � �78�8ﾇh枴;刋��

稲荷林西富線 剳ｳ�B��ﾕﾒ�劔宙ﾈ�.緯��

主要地方道 剴��ｳVﾒ�剿�90m � �78�8ﾇh枴;刋��2紕���(h匯,ｨ.��ﾂ�以�.緯��

の 醍 置 皮 び 班 模 劔�ｹF顏ｩ�)�ﾂ�兌17.0m] 劔刹yび歩道(2_Om)を 拡幅整備する○ 

区画街路 剋s道1-651号線 剴ゅ�ﾓ���ｴ��ｳ�(�ｴ�ﾒ�剞aloom � ��

下水道 剏�､下水道 

その他の 公共施設 剪n下調節池i一級河lii東lii地下調節池(貯留量約10.000同を設ける○ 

広場i建築敷地に隣接して､広場(面積約十200nf)を設ける｡ 

建 築 物 の 餐 備 丼粟b�建築面積 刮рﾗ面積 劍路-x*)zb�况Y��b�主要 �(参考) 劔OXﾖﾂ�

番号 剪益Y�����ｹlｩ���劔冽�7"�俘)7謁駅�&霎h,ﾉ�xﾌ�>�vR�

1 冩�B�#��ﾖ��冩�#R緜��ﾓ"�剿�6/10 剿�26/10 佰h傭�况Y��h,ﾈﾜXﾘ(ﾌ�7ゴ�����vY��h,ﾈﾜY.�ﾌ�7��R����剪梼ﾔ場 

(約19,200nf) 劔剋{設 住宅 業務 駐車場 剋`. 延べい率の最高限度6/10 建築面積の最低限度200品 注1延べい率は､建築基準法第53 条第3項の各号のいずれかに該当す 該当する建築物にあつては､1/10 上必要な建築物で通行上支障がない 劔o��sY�B�

建 丼粟b�MHﾘb�建築敷地面積 劔整備計画 
築 敷 地 の 憲史 宿 ���約7.400nf 劔壁面の位置の限度を定め､歩行者のための空間を確保し､市街地の環境の向上を図る○ 

住宅建設 の目標 剏ﾋ数 劔面積i備考 

約63戸 劔約5i200nfi 

《再開発事業における河川立体医域制度》

河川立体区域制度は､地下に設けられた河川管理施設について河川区域の範囲を上下に定める制度であ

り､適正かつ合理的な土地利用と適正な河川管理との調和を図ることを目的として､平成7年の河川法の

一部改正により創設されました｡

東川地下河川計画では､埼玉県が主体となり事業を推進する事により､河川下に｢地下河川型｣のトン

ネル河川を整備し､都市機構が再開発事業施行区域内に｢建物内設置型｣の調節池の設置を行うことで､

治水の安定を促進します｡

河川区域- 剪ﾒﾘ�ｸﾜH､ｩJﾘ馼ｼh邵ﾗ8ｾh暫�
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東川"___ 

…帽~ー1- 地下河川｣"=■ 

東川地下調節池※ ●貯留床面積:約2,500lri ●貯留量:駒lo,000nf 

◆"""一一°一°"一°"ーi○~"""漢 °i｡""河川立体区域の指定 

I　　　　　　※東Iii地下調節池は､大雨の際に東川の水を一時的に貯留し､洪水の危険性

が収まった後に､貯留した水を東lii地下河Iiiに排出するものです｡
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